
○　目的

○　支援事業

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 商工会ＩＴ支援補助事業

予算額 680 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

商工会が実施するウィズコロナ・アフターコロナに対応する事業につい
て補助金の交付を行い、連携した事業者支援を実現する。

・カード事業・・・現在の「一休さんカード」をスマホ対応等とするこ
とで、非接触での運用ができ、あわせて利用状況を管理・分析すること
で適切な施策の実施が可能となる。

・経営高度化研究事業・・・建設業の受発注等のマッチングを図るシス
テムを構築することで、事業者の効率的な事業実施を支援する。

・IT窓口相談事業・・・事業者のDXへの促進を図るため、専門家と個別
に相談できる場を設け、新たな事業展開を支援する。

担当所属名 経済環境部　産業振興課 直通電話番号 64 － 1364



○　目的

○　概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 キャッシュレス決済ポイント還元事業

予算額 50,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

　国が推奨する「新しい生活様式」を推進を図ると同時に、新型コロナ
ウイルス感染症により落ち込んだ地域経済の消費喚起を図り、市内中小
事業者の支援を行う。

事業内容

　キャッシュレス決済サービス事業者が実施しているキャッシュレス決
済サービスを活用したポイント還元事業を実施する。
＜実施案＞
・付与上限：2,000円／回、6,000円／期間
・ポイント還元率：20％
・対象：市内の中小事業者
　（大企業、コンビニ・医療・公共サービス等除く）

担当所属名 経済環境部　産業振興課 直通電話番号 64 － 1364



○　目的

○　事業概要
・ＢＣＰ等の実効性向上に対する取組に要した経費の一部を助成する。

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 中小企業レジリエンス強化支援事業

予算額 2,000 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

自然災害や感染症等非常事態へ対応するための事業継続計画（ＢＣＰ）
等を策定した市内中小企業者に対して、非常時の電源等の設備や備品の
購入、工事に係る経費の一部を助成することで、地域企業の強靱化に取
り組む。

・ＢＣＰ等とは、中小企業等経営強化法に規定する事業継続力強化計
画、連携事業継続力強化計画、中小企業ＢＣＰ策定運用指針に基づく
基本コース以上のＢＣＰまたはその他市長が認めた災害時等の事業継
続に関する計画をいう。

・補助率　：対象経費の２／３以内
　補助金額：最大１０万円。ただし、連携事業継続力強化計画に対する
　　　　　　申請については、１事業者につき最大２０万円

担当所属名 経済環境部　産業振興課 直通電話番号 64 － 1364



○　目的
　
新

○　概要

※イメージ図

※観光協会位置

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 観光拠点整備事業（ひとやすみ拠点）

予算額 22,040 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　新たに物販や観光体験が可能な観光の拠点を整備することで、ひとや
すみ観光を推進し、観光の入込客数及び消費額の増加を図ることを目的
とする。

　本市は、交通利便性の高さから大都市とのアクセスに恵まれているも
のの、有名観光都市の通過点となっている。
　ひとやすみ観光を掲げ京阪神地域在住者をターゲットとした日帰り観
光客の誘客、有名観光都市からの一足伸ばし観光の推進を進めてきた
が、滞在の拠点となる施設が不足している。
　また、新型コロナウィルスの感染拡大は、本市観光業にも大きな打撃
を与え、観光入り込み客数は大きな落ち込みを示している。
　アフターコロナの観光起爆剤として、観光協会事務所を拡張、整備
し、本市の特産品である「玉露」を生かした観光体験が可能なイベント
スペースを設け、市内観光の起終点とするなど「ひとやすみ」観光の本
格的な拠点とする。

担当所属名 経済環境部　産業振興課 直通電話番号 64 － 1364



〇　目的

〇　事業概要

　令和４年度では、茶生産者団体等と連携し、必要な取り組みを進める。

（取組例）
①

②

③

④

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 玉露産地活性化事業

予算額 1,500 千円 新規・拡充
継続の別 新規

販売に係る取組
　生産者による直販パッケージの作成やＥＣサイトの立ち上げなど、新
たな取組に対する経費を支援（茶問屋は、対象外）

製造に係る取組
　品質向上のため製造機械の改修等への取組を支援

仕上げに係る取組
　荒茶を出品用に仕上げる取組みを奨励

摘み娘確保に係る取組
　高齢化してきている摘み娘が、次世代にその技術を伝えるため、OJTに
よる研修事業を行うにあたり、その経費の一部を補助

　全国茶品評会産地賞奪還に向けた取組を通じて、コロナの影響により
低迷する茶業の活性化を図る。

担当所属名 経済環境部　農政課 直通電話番号 64 － 1362

事業内容



〇　目的

〇　事業概要

①

②

③

【歳出予算内訳】
① 箱わな購入・制作費

② トレイルカメラ購入費
　 トレイルカメラ製作費（材料費）

通信登録手数料
通信費

その他消耗品等

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 有害鳥獣対策事業（田辺高校連携）

予算額 600 千円 新規・拡充
継続の別 新規

担当所属名 経済環境部　農政課 直通電話番号 64 －

事業内容

　有害鳥獣駆除業務に係る見回りの省力化を図り、ワナ・オリの設置数
を段階的に増やし、イノシシの捕獲実績の向上を図るため、田辺高校と
連携してＩＣＴ捕獲機器を試験的に導入する。

①及び②を設置し活用することで、成果品の改善点や課題点を確認し、次年
度以降の活動につなげる（当年度の成果品の改良・修繕、箱わなの扉の自動
開閉装置や捕獲通知機器の製作等）

箱わなの製作（市販の製品１基を購入し、構造等を研究したのち、高校にお
いて１基を製作する。）

トレイルカメラ（通信機能付きセンサーカメラ。動物の動きを感知し、箱わ
な周辺の状況を撮影し、スマートフォン等に送信が可能）の製作（市販の製
品１台を購入し、構造等を研究したのち、高校において１台を製作する。）

1362



○　目的

○　事業概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 地球温暖化対策実行計画策定事業

予算額 3,799 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　本市では、令和3年2月に「ゼロカーボンシティ宣言」をし、また、
平成30年5月に策定した京田辺市地球温暖化対策実行計画が令和4年度
に中間年を迎えることから、令和3年度より2年間かけて計画の進捗状
況を把握するとともに環境に対する社会情勢や市民ニーズの変化に対
応するため、計画の見直しを行う。

　市民、事業者、市の全てを対象とした京田辺市地球温暖化対策実行
計画（区域施策編）改訂版及び市役所が市内の一事業者として取り組
む京田辺市地球温暖化対策実行計画（第4期事務事業編）は、平成30
年5月に計画期間を令和9年までの10年間として策定し、中間年である
令和4年度を短期の目標年度として様々な取組を進めている。
　今般の社会情勢の変化に対応するとともに、引き続き市民、事業
者、市が一体となって温室効果ガスの排出抑制に向けて取り組むた
め、令和3年度から令和4年度にかけて、有識者や市民、事業者等と十
分協議の上、計画の見直しを行う。

担当所属名 経済環境部　環境課 直通電話番号 64 － 1366



○　目的
　
し

 ○　事業概要

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 緑泉園施設再整備調査事業

予算額 3,124 千円 新規・拡充
継続の別 新規

　し尿処理施設である緑泉園は、稼働から４０年以上経過して、老朽化が進行
している。今後も安全で安定した操業が継続できるよう施設再整備に関する検
討業務を行う。

　し尿処理施設の再整備に向け、処理実績や将来の人口動向などの変化を考
慮し、基本条件の検討、施設運営、施設整備計画の取りまとめを行う。

事業内容

担当所属名 経済環境部　清掃衛生課 直通電話番号 63 － 1748



○　目的

可燃ごみ広域処理施設整備に係る敷地粗造成

○　事業概要

敷地粗造成工事　518,000千円
道路築造工事　　355,000千円

担当所属名 経済環境部　ごみ広域処理推進課 直通電話番号 63 － 2679

事業内容

予算額 873,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和４年度　当初予算主な事業

事業名 可燃ごみ広域処理施設整備事業

【可燃ごみ広域処理施設イメージ図】
今後の設計により変更する場合があります。


